
　
あ
き
る
野
市
内
に
は
、
市
指
定
無

形
民
俗
文
化
財
の
獅
子
舞
が
11
件
あ

り
ま
す
。
今
回
は
こ
の
中
で
も
こ
れ

か
ら
ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き
る
４
件

の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
勇
壮
な
獅
子
舞

を
紹
介
し
ま
す
。

「
瀬
戸
岡
獅
子
舞
」
９
月
19
日
（日）

　
秋
川
駅
北
口
を
出
て
五
日
市
街
道

を
右
へ
進
み
、
「
秋
川
」
の
信
号
を

左
折
し
て
国
道
4
1
1
号
（
滝
山
街

道
）
を
約
１
㎞
進
む
と
、
「
瀬
戸
岡

南
」
の
信
号
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を

左
折
し
て
約
2
0
0
ｍ
進
む
と
、
左

手
に
林
に
囲
ま
れ
た
神
明
社
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
の
神
社
の
祭
礼
で
奉

納
さ
れ
る
の
が
、
瀬
戸
岡
獅
子
舞
で

す
。
約
3
0
0
年
の
歴
史
を
持
ち
、

今
も
地
域
で
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
然
理
心
流
の
棒
術
が
場
を
清
め
、

獅
子
舞
と
交
互
に
演
じ
ら
れ
ま
す
。

神
明
社
を
は
じ
め
、
地
域
の
数
箇
所

で
演
じ
ら
れ
ま
す
。

「
小
宮
神
社
獅
子
舞
」
９
月
23
日

（
祝
日
）

　
先
ほ
ど
紹
介
し
た
「
瀬
戸
岡
南
」

の
信
号
を
更
に
北
へ
進
み
、次
の「
瀬

戸
岡
」
の
信
号
を
右
へ
進
み
ま
す
。

こ
の
交
差
点
か
ら
５
つ
目
の
信
号
を

鋭
角
に
左
へ
曲
が
り
ま
す
。
最
初
の

小
さ
な
道
を
右
へ
曲
が
る
と
、
ま
っ

す
ぐ
な
道
と
な
り
、
正
面
に
小
宮
神

社
の
鳥
居
が
見
え
ま
す
。
こ
の
神
社

の
祭
礼
で
奉
納
さ
れ
る
の
が
、
小
宮

神
社
獅
子
舞
で
す
。
江
戸
時
代
末
こ

ろ
か
ら
伝
え
ら
れ
、
こ
の
地
域
に
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
小
宮
神
社
を

は
じ
め
数
箇
所
で
演
じ
ら
れ
ま
す
。

「
上
代
継
獅
子
舞
」
９
月
26
日
（日）

　
秋
川
駅
南
口
を
降
り
て
右
へ
進
み

ま
す
。
秋
川
陸
橋
ま
で
来
た
ら
左
へ

曲
り
、
道
な
り
に
進
み
ま
す
。
新
し

い
都
道
に
合
流
し
、
「
下
代
継
」
の

信
号
を
右
へ
曲
っ
た
ら
道
路
左
側
を

進
み
ま
す
。
坂
を
下
っ
て
歩
道
橋
の

手
前
を
左
に
入
り
、
階
段
を
降
り
る

と
眼
下
の
森
の
中
に
白
滝
神
社
が
見

え
ま
す
。
こ
の
神
社
を
皮
切
り
に
、

真
城
寺
な
ど
上
代
継
地
区
の
数
箇
所

で
演
じ
ら
れ
る
の
が
上
代
継
獅
子
舞

で
す
。
約
3
4
0
年
前
よ
り
始
ま
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
五
日
市
入
野
獅
子
舞
」
９
月
28
日

（火）
か
ら
30
日
（木）
の
３
日
間

　
武
蔵
五
日
市
駅
よ
り
徒
歩
約
６
分
、

阿
伎
留
神
社
の
祭
礼
に
奉
納
さ
れ
る

の
が
五
日
市
入
野
獅
子
舞
で
す
。
９

月
28
日
か
ら
３
日
間
の
長
丁
場
で
行

わ
れ
る
祭
で
、
阿
伎
留
神
社
を
は
じ

め
数
箇
所
で
演
じ
ら
れ
ま
す
。
今
か

ら
約
4
0
0
年
前
に
伝
え
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
過
去
に
使
わ

れ
て
い
た
獅
子
頭
は
、
現
在
五
日
市

郷
土
館
で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
祭
が
終
わ
る
と
、
あ
き
る
野

も
い
よ
い
よ
秋
本
番
と
な
り
ま
す
。

各
地
域
の
人
々
た
ち
に
よ
り
、
伝
統

が
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
様
子
を
ぜ

ひ
ま
じ
か
で
体
感
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。
そ
れ
で
は
伝
統
芸
能

（
獅
子
舞
）
の
旅
に
出
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
！

※
詳
細
な
情
報
が
知
り
た
い
方
は
、

　
あ
き
る
野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト

　
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
観
光
情
報
↓
文

　
化
・
歴
史
↓
郷
土
芸
能
・
祭
礼
と

　
た
ど
っ
て
頂
く
と
場
所
や
時
間
等

　
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ

　
せ
て
ご
利
用
下
さ
い
。

　
テ
ー
マ
は
、
お
と
な
が
手
本
の
あ

き
る
野
市
「
子
ど
も
の
や
る
気
を
引

き
出
す
親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
術
」
で
す
。

　
健
全
な
心
を
育
て
る
に
は
、
「
子

ど
も
の
頃
か
ら
の
良
好
な
親
子
関
係

が
大
切
で
あ
る
。
」
と
多
く
の
教
育

関
係
者
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
再
確
認
す
る
と

と
も
に
、
適
切
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
中
で
、
子
ど
も
の
や
る
気
を

引
き
出
す
ス
キ
ル
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
学
齢
期
の
子
ど

も
を
抱
え
る
保
護
者
や
地
域
の
方
々

を
対
象
と
し
た
講
演
会
を
実
施
し
ま

す
。

　
入
場
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
入

場
で
き
ま
す
。
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
10
月
16
日
（土）
　
午
後
１
時

　
30
分
か
ら

▽
会
場
　
秋
川
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
）

▽
講
演
　
「
子
ど
も
の
や
る
気
を
引

　
き
出
す
親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

　
シ
ョ
ン
術
」

▽
講
師
　
「
わ
い
わ
い
ギ
ル
ド
」
代

　
表
　
心
理
療
法
士
　
星
　
一
郎
氏

▽
問
合
せ
　
指
導
室
　
☎
５
５
８
―

　
２
４
３
１

　
教
育
委
員
会
で
は
、
ア
ー
ト
ス
タ

ジ
オ
五
日
市
（
戸
倉
３
０
０
番
地
）

に
９
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
外

国
人
１
人
と
国
内
か
ら
２
人
の
計
３

人
の
若
手
版
画
家
を
招
き
、
小
学
生

や
地
域
と
の
文
化
交
流
を
図
り
な
が

ら
版
画
の
創
作
活
動
を
行
う
ア
ー
テ

ィ
ス
ト
　
イ
ン
　
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
で
18
回
目
を
迎
え
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
出
身
国
も
ア
メ
リ
カ
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
、
イ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、

ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
な
ど
16
か
国

に
及
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
次
の
方
々
を
招
い
て

レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
写
真
右
か
ら

　
●

杉
本
泰
三
さ
ん
（
東
京
都
小
金
井

　
市
在
住
）

　
●

Ａ
ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ａ
　
Ｄ'
　

　
Ａ
ｇ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
さ
ん
（
イ
タ
リ
ア

　
・
べ
ネ
チ
ア
在
住
）

　
●

な
が
さ
わ
た
か
ひ
ろ
さ
ん
（
東
京

　
都
瑞
穂
町
在
住
）
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